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ＳＷライナー工法協会



はじめに

管更生工法の分類と各種工法

SWライナー工法の概要

特徴と従来工法との比較

技術情報
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※熊本地震・鳥取県中部地震による陥没約1,300件を除いた件数
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東日本大震災

約1,500件
熊本地震
鳥取県中部地震

約1,300件

平成28年度
約3,300※件
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※「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン -2017年版-（公社）日本下水道協会」より引用

改 築

布設替工法

自 立 管

複 合 管

二層構造管

反転工法

形成工法

反転工法

製管工法

形成工法

開削工法

改築推進工法 等

更生工法 さや（鞘）管工法

製管工法

工 法 分 類工 法 分 類構 造 形 式構 造 形 式

※赤枠はガイドラインの適用対象を示す。
6



複合管は、既設管きょの残存強度を勘案し、既設管きょと更生
材が構造的に一体として新管と同等以上の耐荷性能及び耐久
性能等を有するものである。施工方法として既設管きょの内部
で表面部材等により製管し、既設管きょとの間隙にモルタル等
の充填材を注入する製管工法がある。

※「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン -2017年版-（公社）日本下水道協会」より引用

＜自立管の概念＞＜複合管の概念＞

強度部材
強度部材

強度部材

老朽した既設管老朽した既設管
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既設管きょ内に表面部材となる硬質塩化ビニル樹脂材やポ
リエチレン樹脂材等をかん合して製管し、製管させた樹脂パイ
プと既設管きょの間隙にモルタル等の充填材を注入することで、
複合管として既設管きょと一体化した更生管きょを構築する方
式である。

製管工法（元押し式） 製管工法（自走式）

※「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン -2017年版-（公社）日本下水道協会」より引用
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ら旋巻管

ストリップをら旋状に巻き取って設置した後に、既設
管きょとの間隙に充填材を注入する。

＜近接通路での巻付＞ （元押し式） ＜配管内での巻付＞ （自走式）

9



ＳＷライナーは、硬質塩化ビニール製の帯板（以下スト
リップという）をら旋状に巻き立てた管を製管し、既設管
きょに挿入して、既設管きょとの隙間に充填材を注入する
ことにより、老朽化した管きょを更生する管更生工法であ
る。
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製管した更生材と既設管きょの間に充填材を注入し、既
設管きょと更生材が一体化した複合管を形成するものであ
る。

充填材を注入する際は、抗浮力（＝浮力に抵抗する力）
として供用水を製管内に貯留し、かつ、管きょ内の支保工
を必要としない、安全に配慮された工法である。

既設管きょ

充填材

更生管
（ｽﾄﾘｯﾌﾟ）
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分 野 構造形式 工法分類 管 種

下水道 複合管 製管工法 鉄筋コンクリート管

既設管の
断面形状

既設管径
（mm）

施工延長
（m）

備 考

円形 Φ800～φ1,500 ～135※1 条件による

※1 片押しによる施工延長
【建設技術審査証明（下水道技術）報告書 2016年5月 記載】
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① 供用下でも施工が可能

圧倒的な製管スピード

② 接着剤併用による強固なかん合（剛性向上）

③ 支保工不要の浮上対策

➃ マンホールから製管の元押し式製管

⑤ 管きょ内作業の軽減（ ③,④安全性の向上）
⑥ 製管機のコンパクト化（マンホール内組立）
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接着剤

接着剤塗布状況

ストリップ

かん合状況
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既設管内径

SWライナー外径

SWライナー内径

SWライナー仮想外径 R

H打設高さ：H

→1回に打設する打設高さ

１）供用水がある場合

２）供用水が少ない（無い）場合

※SWライナーはストリップ自体の剛性で変形防止！

③支保工不要の浮上対策

浮力：Ｆ

→製管材料に作用する浮力

抵抗力：Ｒ

→製管材料（自重）＋製管内水重量

簡易的なサポートで浮上対策

F
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浮上対策 例

半月状の堰を使用し、管内に供用水を貯留し
浮力対策。

バイパスを設けることでマンホール内作業を容易に。
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➃マンホールから製管の
元押し式製管

コンパクトな製管機の設置状況



◎ 建設技術審査証明
第1602号
（基準達成型）
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φ800～φ1,500 → φ800～φ1,800

例）φ   800～φ   900未満：135m以下 → 240m以下
例）φ1,500～φ1,650未満： 60m以下 → 100m以下
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政令指定都市・各自治体

政令指定都市・各自治体
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岡三リビック(株)北海道支店
札幌市中央区北1条東2-5-8 第二遠藤ビル7F
TEL 011-222-3351(代) ／ FAX 011-222-3929
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